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第19号 令和6年1月12日(金）

学校だより 三和中シュワッチ！
三和中学校１８8 校長 宮里直哉

各
学
年
の
三
学
期
に
向

け
た
決
意
表
明

ぼ
く
は
二
学
期
反
省
す
る

こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
は
提
出
物
で
す
。
ぼ
く

は
提
出
物
を
出
せ
な
か
っ
た

こ
と
で
成
績
が
下
が
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
な
の
で
、
提

出
物
の
期
限
を
守
っ
て
提
出

す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
き

た
い
で
す
。
二
つ
目
は
一
分

前
黙
想
で
す
。
ぼ
く
は
次
の

準
備
が
で
き
て
な
く
て
一
分

前
黙
想
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で

次
の
授
業
の
準
備
を
し
て
休

み
時
間
に
入
り
二
分
前
に
は

席
に
付
け
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

三
学
期
学
年
と
し
て
頑
張

る
こ
と
。
一
つ
目
は
授
業
の

時
の
姿
勢
で
す
。
聞
く
姿
勢

を
よ
く
し
て
い
く
こ
と
で
授

業
の
内
容
が
理
解
で
き
、
成

績
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で

授
業
中
の
話
を
聞
く
姿
勢
を

直
し
て
い
き
た
い
で
す
。
二

つ
目
は
休
み
時
間
の
過
ご
し

方
で
す
。
二
学
期
は
授
業
が

始
ま
っ
て
準
備
す
る
人
が
少

な
か
ら
ず
い
た
の
で
授
業
の

皆さん、冬休みは、日頃お世話になっている方々と会い、楽しい時間を過ごすことが
できましたか？ 3 学期のスタートに当たり、今日は私が思う「自立」についてお話しし
ます。
「脱皮できない蛇は滅びる」という言葉があります。皆さん、蛇の脱皮を見たことがあ
りますか。蛇の脱皮は命がけで、ごつごつとした木の幹や岩石などに自分の体を巻き付
け、身をくねらせながらやっとの思いで殻から身体を引き抜くのだそうです。何もない
水槽に入れられた蛇は脱皮できず、脱皮できない蛇は死んでしまうそうです。
「脱皮できない蛇は滅びる」とういう言葉の意味は、絶えず変化していく環境の中で生きて
いくためには、変わらなけばいけないということです。そこには「向上心を失うな」「常に変化を」と
の想いが秘められています。自分が変わるためには、時に痛みを伴います。それは失敗をする
時の痛みです。でも失敗を恐れては変わることはできません。「失敗しないように」が優
先される環境は、ごつごつしたものを取り除いた水槽の中のようなものです。失敗するこ
とによって味わう小さな痛みを経験することが、自分が変わるためには時には必要です。
だから学校は、意味のある失敗を尊重する場でありたい、と私は思っています。失敗を恐

れずたくさんのことに挑んでください。
皆さんが変わっていくには、色々な人に出会うことも大切です。それは「自立」にもつながります。一人で

すべてできることが「自立」ではありません。そんな人は存在しないでしょう。人は一人では生きていけませ
ん。「自立」の反対語は「依存」だと勘違いされていますが、人間は物であったり人であったり、さまざまなものに「依存」し
ないと生きていけないのです。つまり「自立」とは、依存先を増やすことです。人間には誰にも得意不得意があります。わか
らないことは「教えてください」と言えること、できないことは「お手伝いお願いします」と頼めること、そしてやってもらったら
感謝の気持ちを「ありがとうございます」と伝えられること。その代わり、自分ができることは誰かのためにやる。この関係の
中で生きていくことが「自立」だと思います。その意味で「自立」は集団の中で得られます。「お願い」「ありがとう」簡単なこ
の言葉が「自立」するためのキーワードです。
しかし、恥ずかしいとか、どういう風に思われるのか人の目が気になって、なかなかこの言葉がすっと出ないことがありま

す。自分の想いが相手に届かず孤立を感じてしまいます。そんな時は、視点を変えて周りを観てみましょう。２，３年生の皆さ
んは、去年本校でお話をしてくれた車椅子ﾄﾗﾍﾞﾗｰの三代達也さんを覚えていると思います。高校生の時に交通事故にあい、
歩けなくなって車いす生活をすることになった三代さんでしたが、世界中をひとりで旅して各国のバリアフリーの様子を身を
もって体験したことを話していただきました。障がいのある方も、「自立」して世界中を旅している素晴らしいモデルだと思い
ました。三代さんの旅には、「お願いします」と「ありがとうございます」の場面がたくさんあったと思われます。考えて行動す
るより、まず行動してみる、行動してから考えることも必要だとお話を聞いて感じました。そのことで多くの人に出会えるから
です。たくさんの人に出会ってたくさんの刺激をシャワーのように浴びて欲しいと思います。それはすぐに新しい自分のなれ
るという類のものではありません。でもそのうち一つでも脱皮するための力になるものが出てくれるはずです。そのようなこ
とを考えながら3学期を過ごしてほしいと思います。
3年生はいよいよ受験本番、「自立」に向けて脱皮の時期です。規則正しい生活をしてエネルギーを常に充電しながら、

目標の進路に向けて努力してください。
２年生は、学校の中心として活動する立場になります。多くの刺激を学校中に降らしてくれることを期待します。
１年生は、もうすぐ先輩と呼ばれる時期になります。これまでの生活を振り返って、学校目標にもある「お互いを尊重し合

う」態度を身に付け後輩の手本となるような活動をのぞみます。
様々な人とのかかわりの中で大きな成長を感じられる３学期になるよう、一緒に頑張っていきましょう。

元旦初日の出
(垣花樋川近郊 )

三
学
期
に
向
け
て

一
年
代
表
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 平穏なよい年に 
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三
学
期
の
目
標

二
年
代
表

Ｂ

三
学
期
の
抱
負

三
年
代
表

Ｃ

と
と
、
単
元
テ
ス
ト
な
ど
に
向
け

て
計
画
的
に
勉
強
す
る
こ
と
を
頑

張
り
た
い
で
す
。
こ
の
点
に
関
し

て
は
、
マ
イ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
活
用

方
法
を
見
直
し
て
い
き
た
い
で
す
。

た
だ
記
入
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

毎
日
予
定
を
確
認
す
る
習
慣
を
つ

け
、
予
定
に
合
わ
せ
て
自
主
的
に

勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
今
年
は
進
路
の
こ

と
も
少
し
ず
つ
考
え
て
い
か
な
け

ら
ば
い
け
な
い
と
思
う
の
で
、
英

検
や
漢
検
等
の
検
定
に
も
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
も
っ
と
力

を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
は
「
部
活
動
」
で
す
。

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
一

つ
で
も
多
く
の
試
合
で
勝
て
る
よ

う
に
力
を
つ
け
た
い
で
す
。
十
二

月
か
ら
今
月
に
か
け
て
は
、
各
部

の
新
人
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。
自

分
た
ち
の
ベ
ス
ト
な
プ
レ
ー
が
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

あ
と
二
カ
月
で
、
三
年
生
の
先

輩
方
が
こ
の
三
和
中
学
校
を
卒
業

し
ま
す
。
私
達
二
年
生
は
、
先
輩

方
が
築
い
て
き
た
三
和
中
学
校
の

良
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
今
後
に

つ
な
げ
て
い
く
立
場
に
な
り
ま
す
。

残
さ
れ
た
時
間
の
中
で
先
輩
方
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
そ
の
準

備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
冬
休
み
が
終

わ
り
三
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
に
は
、
個
人
で
頑
張
り
た
い
こ

と
、
三
年
生
全
員
で
頑
張
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
個
人
で
頑
張
り
た
い
こ

と
は
「
マ
イ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を

活
用
し
た
受
験
勉
強
で
す
。
こ
れ

ま
で
「
マ
イ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を

使
い
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を

立
て
、
勉
強
す
る
こ
と
が
あ
ま
り

出
来
な
か
っ
た
の
で
三
学
期
は
、

計
画
を
立
て
て
、
効
率
よ
く
受
験

勉
強
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。
ま

た
、
し
っ
か
り
と
体
調
管
理
を
行

っ
て
万
全
の
状
態
で
入
試
に
挑
み

た
い
で
す
。

そ
し
て
、
三
年
生
全
体
で
頑
張

り
た
い
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
三
年
生
が
一
丸
と
な

り
、
受
験
と
い
う
大
き
な
壁
を
乗

り
越
え
、
全
員
で
高
校
合
格
を
勝

ち
取
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
個
人
で
受
験
勉
強
す
る
こ
と

や
塾
で
勉
強
し
て
力
を
つ
け
る
ほ

か
、
ク
ラ
ス
の
友
達
と
一
答
一
問

な
ど
を
し
て
学
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
全

体
と
し
て
の
目
標
や
個
人
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
、
お
互
い
に

意
識
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

二
つ
目
は
、
三
年
生
に
と
っ
て
中

学
校
生
活
最
後
の
学
校
行
事
で

１月５日(金)より、AET の Lansford 」r. Richard Caz (ランスフォード

・ジュニア・リチャード・カズ)先生が着任されました。

たくさん話すことが英語上達の秘訣です。物怖じしてたらもった

いない、ジャンジャカ話しかけてみましょう。

Nice to meet you. Mr.Richard! リチャード先生よろしく

後
は
す
ぐ
に
次
の
授
業
の
準
備
を

し
て
い
け
る
よ
う
声
か
け
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

ぼ
く
は
み
ん
な
の
見
本
と
な
れ
る

よ
う
に
級
長
と
し
て
率
先
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
学
年
は
み
ん
な
が
仲
良
く

楽
し
い
学
年
で
す
。
三
学
期
も
楽

し
く
先
輩
に
な
る
こ
と
を
心
が
け

て
み
ん
な
が
成
長
す
る
学
年
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
年
が
明
け
、
今
年
度
も
残
り

三
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
私
達
二

年
生
が
三
学
期
に
頑
張
る
こ
と
を

発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
「
時
間
を
意
識
し
て

行
動
す
る
こ
と
」
で
す
。
二
学
期

は
、
朝
の
登
校
時
間
に
遅
刻
ギ
リ

ギ
リ
で
来
る
人
が
増
え
た
り
、
黙

想
に
時
間
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
り
、

給
食
時
間
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

毎
日
の
学
校
生
活
に
対
す
る
気
の

緩
み
が
行
動
に
表
れ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
三
学
期
は
一
人
一

人
が
気
を
引
き
締
め
、
お
互
い
に

声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
、
改
善
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
「
学
習

面
」
で
す
。
特
に
提
出
物
や
課
題

に
は
期
限
を
守
っ
て
取
り
組
む
こ

新学期,気分も新たに校内の掲示物紹介

１２月23日(土)～25日(月)千葉県で行われた第30回コミュニテ

ィワールドカップin八千代大会において、島尻地区代表として参

加した２年Dさん、Eさんが大活躍！見事優勝しました。おめで

とうございます！Dさんは、大会得点王、ＭＶＰも受賞しまし
た！今後の彼らの活躍が楽しみです。(次号に二人の感想を載

せます)

称！秀之介、琉希、大活躍！ グラウンドで煌めく！

さつきの城 12/２７(水)字生徒会の活動

朝7時から自宅より清掃用具持参で、直美先生と清掃を頑張りました。

あ
る
「
卒
業
式
」
を
感
動
的
で
思

い
出
に
残
る
行
事
に
す
る
こ
と
で

す
。
私
た
ち
三
年
生
は
、
あ
と
約

二
か
月
で
卒
業
し
、
い
ま
い
る
仲

間
と
も
会
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
全
員
で
最
高

の
思
い
出
を
つ
く
り
つ
つ
、
三
年

間
楽
し
か
っ
た
と
思
え
る
卒
業
式

に
し
た
い
で
す
。

（
※
生
徒
会
代
表
の
新
年
の
抱
負

は
次
号
に
載
せ
ま
す
）
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